
令和５（２０２３）年度第１回みよし市公契約審議会 次第 

 

日時：令和６（２０２４）年１月２５日（木）午後２時から 

場所：みよし市役所３０１会議室 

 

１ 開会 

 

２ 委員委嘱 

 

３ 市長挨拶 

 

４ みよし市公契約審議会について 

 

５ 会長の選任について 

 

６ 労働報酬下限額の設定について（諮問） 

 

７ 審議事項 

 

労働報酬下限額の設定について 

  （条例第６条第２項に基づく審議） 

 

８ その他 

 

（１）労働報酬下限額の取り扱いについて 

 

（２）公契約審議会の今後の開催時期について 
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   みよし市公契約条例 

 （目的） 

第１条 この条例は、公契約に係る基本方針を定め、市及び公契約の相手方となる事業者

の責務を明らかにすることにより、公契約に係る業務に従事する労働者等の適正な労働

環境及び事業者の健全で安定した経営環境を確保するとともに、公契約に係る業務の質

の向上を図り、もって地域経済の健全な発展及び市民の福祉の増進に寄与することを目

的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 公契約 市が締結する売買、賃借、請負その他の契約及び市と地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」

という。）が締結する公の施設の管理に関する協定（以下「指定管理協定」という。）

をいう。 

(2) 特定公契約 公契約のうち、第６条から第１４条までの規定の適用を受けるものと

して規則で定めるものをいう。 

(3) 市長等 市長及び病院事業管理者をいう。 

(4) 受注者 市と公契約を締結する者をいう。 

(5) 下請負者 下請、再委託その他いかなる名義によるかを問わず、受注者その他の市

以外の者から公契約に係る業務の一部を請け負い、又は受託する者をいう。 

(6) 事業者 次に掲げる者をいう。 

ア 受注者 

イ 下請負者 

ウ 労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律（昭和

６０年法律第８８号）の規定により受注者又は下請負者に対して次号アに掲げる者

を派遣する者 

(7) 労働者等 次に掲げる者をいう。 

ア 事業者に雇用され、公契約に係る業務に従事する労働基準法（昭和２２年法律第

４９号）第９条に規定する労働者（同居の親族のみを使用する事業又は事業所に使

用される者及び家事使用人を除く。） 
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イ 自らが提供する労務の対価を得るため、受注者又は下請負者との請負の契約によ

り公契約に係る業務に従事する者 

 (8) 賃金等 公契約に係る労務の対価であって次に掲げるものをいう。 

  ア 前号アに該当する者がその雇用する者から得る賃金 

  イ 前号イに該当する者がその請負の契約により得る収入 

（基本方針） 

第３条 市は、公契約に係る施策の実施に当たっては、次に掲げる事項を基本方針とする。 

(1) 適正な積算による予定価格を設定するとともに、公契約の品質及び適正な履行を確

保すること。 

(2) 防災及び災害復旧活動をはじめとする地域社会の維持及び社会的価値の向上に貢献

する業者を適正に評価し、将来にわたる公契約の担い手の育成及び確保に寄与するこ

と。 

(3) 公契約の過程及び内容の透明性並びに競争の公平性を確保すること。 

(4) 談合その他の不正行為の排除を徹底すること。 

 (5) 労働者等の適正な労働環境を確保すること。 

(6) 地域経済の活性化及び健全な発展のために、競争性に配慮しつつ、市内に事務所又

は事業所を有する業者（以下「市内業者」という。）の受注機会の確保に努めること。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に規定する基本方針にのっとり、公契約に関する必要な取組を推進す

るものとする。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、公契約に携わる者としての社会的な責任を自覚し、法令等を遵守する

とともに、誠実に当該公契約を履行しなければならない。 

２ 事業者は、市が実施する公契約に係る施策に従い、公共事業の質を確保しなければな

らない。 

３ 事業者は、労働者の適正な労働条件の確保その他の労働環境の整備に努めなければな

らない。 

４ 事業者は、公契約に係る業務を下請させ、又は再委託する場合は、相手方にこの条例

の趣旨を説明し、理解を得るとともに、法令等を遵守し、適正な元請下請関係を構築す

るため、下請負者と各々の対等な立場における合意に基づいて公正な下請契約を締結す
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るよう努めなければならない。 

５ 事業者は、下請負者を選定するときは、市内業者を積極的に活用するよう努めなけれ

ばならない。公契約に係る業務の実施に必要となる資材等を調達する場合についても、

同様とする。 

（労働報酬下限額） 

第６条 特定公契約において、事業者は労働者等（第２条第７号イに掲げる者及び規則で

定める者を除く。）に対し、市長が定める額（以下「労働報酬下限額」という。）以上の

賃金を支払わなければならない。この場合において、労働報酬下限額と比較するために

用いる賃金の計算方法については、規則で定める。 

２ 市長は、労働報酬下限額を定めようとする場合は、第１５条第１項のみよし市公契約

審議会の意見を聴くものとする。 

３ 市長は、労働報酬下限額を定めたときは、これを告示するものとする。 

（労働環境確認書） 

第７条 事業者は、特定公契約において賃金、労働時間、社会保険の加入状況その他の労

働条件が適正であることを確認するための帳票（以下「労働環境確認書」という。）を市

長等に提出するものとする。 

２ 市長等は、前項の規定により提出された労働環境確認書を閲覧に供するものとする。 

（労働者等への周知） 

第８条 受注者は、次に掲げる事項について、特定公契約に係る作業が行われる作業場の

見やすい適切な場所に掲示し、若しくは備え付け、又は書面で交付することにより、労

働者等（規則で定める者を除く。以下同じ。）に周知しなければならない。 

(1) 労働者等の範囲 

(2) 労働報酬下限額 

(3) 次条の規定による申出をする場合の申出先 

(4) 次条の規定による申出をしたことを理由に、解雇、請負契約の解除その他不利益な

取扱いをしてはならないとされていること。 

（労働者等の申出） 

第９条 特定公契約に従事する労働者等は、賃金等が支払われるべき日において、支払わ

れるべき賃金等が支払われていない場合又は支払われた賃金の額が労働報酬下限額を下

回る場合は、市長等又は事業者にその事実を申し出ることができる。 
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（不利益取扱いの禁止） 

第１０条 事業者は、労働者等から前条の規定による申出があった場合は、誠実に対応す

るとともに、当該労働者等が当該申出をしたことを理由に、解雇、請負契約の解除その

他不利益な取扱いをしてはならない。 

（立入調査等） 

第１１条 市長等は、次の各号のいずれかに該当するときは、事業者に対し、必要な報告

若しくは資料の提出を求め、又は職員に当該事業者の事業所若しくは作業場に立ち入り、

必要な調査をさせることができる。 

(1) 労働者等から第９条の規定による申出を受け、その申出の事実を確認するため必要

があると認めるとき。 

(2) 前号に掲げる場合のほか、特定公契約に係る労働者等の労働環境を確認するため必

要があると認めるとき。 

２ 前項の規定により立入調査をする場合において、市長等は、必要があると認めるとき

は、労働者等その他の関係者に協力を求めることができる。 

３ 第１項の規定により立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者

から請求があったときは、これを提示しなければならない。 

４ 第１項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈して

はならない。 

（是正措置） 

第１２条 市長等は、前条第１項の規定による報告若しくは資料の提出又は立入調査の結

果、事業者がこの条例の規定に違反していると認める場合は、事業者に対し当該違反を

是正するために必要な措置を講ずるよう指導することができる。 

２ 前項の規定により是正の指導を受けた事業者は、速やかに是正の措置を講じ、講じた

措置及びその結果を市長等に報告しなければならない。 

（公表等） 

第１３条 市長は、事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、その旨の公表をし、

又は入札参加停止措置若しくは関係機関への通報を行うことができる。 

(1) 第７条第１項の規定による労働環境確認書の提出をせず、又は虚偽の記載をしたと

き。 

(2) 第１１条第１項の規定による報告若しくは資料の提出をせず、若しくは虚偽の報告
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をし、若しくは虚偽の資料の提出をし、又は同項の規定による立入調査を拒み、妨げ、

若しくは忌避したとき。 

(3) 前条第２項の規定による是正の措置を講ぜず、又は報告をせず、若しくは虚偽の報

告をしたとき。 

（公契約の解除及び損害賠償） 

第１４条 市長等は、受注者が前条各号のいずれかに該当するときは、市と受注者との公

契約の解除（指定管理協定にあっては、当該指定管理協定に係る指定管理者の指定の取

消し又は期間を定めて行う管理の業務の全部若しくは一部の停止の命令）（以下「解除」

という。）をすることができる。 

２ 前項の規定により解除をした場合において、受注者に損害が生じても、市長等は、そ

の損害を賠償する責任を負わない。 

３ 受注者は、第１項の規定による解除によって市に損害が生じたときは、その損害を賠

償しなければならない。 

（公契約審議会） 

第１５条 第６条第２項に定めるもののほか、公契約の実施状況及びこの条例に係る重要

事項について、市長の諮問に応じて調査審議し、その結果を市長に答申するため、みよ

し市公契約審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、必要に応じて公契約に関する施策及び必要な事項について、市長に意見を

述べることができる。 

３ 審議会は、委員６人以内をもって組織する。 

４ 委員は、業者及び労働者の代表者並びに学識経験者その他市長が必要と認める者のう

ちから、市長が委嘱する。 

５ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営について必要な事項は、規則で定

める。 

（委任） 

第１６条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則又は

企業管理規程で定める。 

   附 則 
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 （施行期日） 

１ この条例は、令和６年２月１日から施行する。ただし、第６条第２項及び第３項、第

１５条並びに附則第３項の規定は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第３条から第１４条までの規定は、令和６年４月１日以後に業務を開始する公契約に

ついて適用する。 
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   みよし市公契約条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、みよし市公契約条例（令和５年みよし市条例第  号。以下「条例」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（特定公契約） 

第２条 条例第２条第２号の規則で定めるものは、次のとおりとする。ただし、随意契約

（公募型プロポーザル方式により契約の相手方を選定した後の随意契約を除く。）を除く

ものとする。 

(1) 予定価格が１億円以上の工事又は製造の請負契約 

(2) 予定価格が１，０００万円以上の業務の委託に関する契約及び労働者派遣契約 

(3) 予定価格が１，０００万円以上の指定管理協定のうち、公募によるもの 

（予定価格） 

第３条 前条第２号及び第３号の予定価格は、１年以下の契約にあっては当該予定価格、

１年を超える契約にあっては予定価格を契約月数で除して得た額に１２を乗じて得た額、

指定管理協定にあっては当該指定管理協定の年相当額とする。 

（条例第６条第１項の労働者等から除く者） 

第４条 条例第６条第１項の規則で定める者は、次に掲げる者とする。 

(1) 最低賃金法（昭和３４年法律第１３７号）第７条の規定により最低賃金の減額の特

例を受ける者（ただし、使用者が都道府県労働局長の許可を受けている者に限る。） 

(2) 工事又は製造の請負契約に関わる業務に従事する現場代理人、監理技術者及び主任

技術者 

(3) 特定公契約に関わる業務に従事した時間が１月当たり３０分未満の者 

（労働報酬下限額） 

第５条 条例第６条第１項に規定する労働報酬下限額は、特定公契約に関わる業務に従事

する労働者等に対して支払われるべき１時間当たりの労働の対価の下限の額とする。 

２ 労働報酬下限額は、特定公契約の種類及び内容に応じて、次に掲げる額等を勘案して

定めるものとする。 

(1) 農林水産省及び国土交通省が毎年度決定する公共工事設計労務単価（以下「設計労

務単価」という。） 

(2) 最低賃金法第９条第１項に規定する地域別最低賃金として定める最低賃金額 
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(3) その他行政機関が定める労務単価の基準 

３ 条例第６条第１項後段に規定する労働報酬下限額と比較するために用いる賃金の計算

方法は、次の各号に掲げる特定公契約の種類に応じ、当該各号に定める賃金の合計を、

特定公契約に係る労働時間１時間当たりの金額に換算するものとする。 

(1) 工事又は製造の請負契約 当該請負契約に係る業務に従事する労働者等に支払われ

る賃金のうち、設計労務単価を構成する基本給相当額、基準内手当、臨時の給与又は

実物給与のいずれかに該当するもの 

(2) 業務の委託に関する契約、労働者派遣契約及び指定管理協定（以下「委託契約等」

という。） 当該委託契約等に係る業務に従事する労働者等に支払われる賃金のうち、

最低賃金法第４条第３項各号に掲げる賃金を除いたもの 

（労働環境確認書等） 

第６条 条例第７条第１項に規定する労働環境確認書は、労働環境確認書（様式第１号）

とする。 

２ 条例第７条第２項の規定により閲覧に供する場所は、契約担当課窓口とする。 

（条例第８条の労働者等から除く者） 

第７条 条例第８条の規則で定める者は、第４条第２号及び第３号に掲げる者とする。 

（身分証明書） 

第８条 条例第１１条第３項の証明書は、身分証明書（様式第２号）とする。 

（公表） 

第９条 条例第１３条の規定による公表は、次に掲げる事項についてインターネットの利

用その他の適切な方法により行うものとする。 

(1) 特定公契約の名称 

(2) 特定公契約の締結日 

(3) 事業者の氏名又は名称及び所在地 

(4) 公表の理由 

（審議会の会長等） 

第１０条 条例第１５条第１項のみよし市公契約審議会（以下「審議会」という。）に会長

を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指定する委員が
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その職務を代理する。 

 （審議会の会議） 

第１１条 審議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 審議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（意見の聴取等） 

第１２条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を認め、そ

の意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（審議会の庶務） 

第１３条 審議会の庶務は、契約担当課において処理する。 

（審議会の運営） 

第１４条 第９条から前条までに定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

会長が審議会に諮って定める。 

（委任） 

第１５条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、令和６年２月１日から施行する。ただし、第５条第２項及び第９条から第

１３条までの規定は、公布の日から施行する。 
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様式第１号（第６条関係） 

提出日：     年  月  日 

       様 

 

労働環境確認書 

 

みよし市公契約条例第７条第１項の規定に基づき本書を提出します。 

本件契約に係る業務に従事する労働者（以下「従事者」という。）の労働条件は、以下のとお

り相違ありません。なお、虚偽の報告又は報告の内容を満たしていないと判明した場合、速やか

にみよし市の指導に従い、必要な措置を講じることを誓約します。 

 

契約又は

協定名 
 

 

提出者（事業者） 

所 在 地  

（ふりがな）  

名 称  

代 表 者  

担 当 者 

・ 連 絡 先 
 

 

№ 確認内容 確認結果 

条例第２条第７号イに規定する者（一人親方）ですか。 
※「はい」の場合は、「９ 下請負者への要請等」についてのみお答えください。 

はい・いいえ 

１ 就業規則  ※常時１０人以上の労働者を使用する使用者に限ります。 

①  労働基準法の定めに基づき、就業規則を作成していますか。 
はい ・ いいえ 

対象外 

②  就業規則は、労働基準監督署に届出されていますか。 
はい ・ いいえ 

対象外 

③  就業規則は、全労働者に周知されていますか。 
はい ・ いいえ 

対象外 

２ 労働条件通知書 

④  
労働条件通知書（雇用契約書）が整備されていますか。また、労働者に

交付していますか。 
はい ・ いいえ 

３ 労使協定 

⑤  ３６協定は、労働基準監督署に届出されていますか。 はい ・ いいえ 

４ 法定帳簿  

⑥  法定三帳簿（労働者名簿、賃金台帳及び出勤簿）が整備されていますか。 はい ・ いいえ 

５ 労働時間 

⑦  労働日ごとの労働時間を適正に把握し、記録していますか。 はい ・ いいえ 

⑧  休暇・休日の取得状況及び管理は適切ですか。 はい ・ いいえ 

（裏面へ続く）
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６ 安全衛生  

⑨  事故報告書等の記録を行うなど、業務災害への対策状況は適正ですか。 はい ・ いいえ 

⑩  毎年定期的に健康診断を実施していますか。 はい ・ いいえ 

７ 各種保険加入手続 

⑪  労働保険及び社会保険の加入等の手続を適正に行っていますか。 はい ・ いいえ 

８ 賃金 

⑫  賃金台帳等に基づいた適正な計算により賃金が支払われていますか。 はい ・ いいえ 

⑬  
賃金について、通貨で全額を、労働者に直接又は口座振替等の方法によ

り、毎月１回以上、一定期日を定めて支払っていますか。 
はい ・ いいえ 

⑭  時間外、休日等の割増賃金について、適正に賃金を支払っていますか。 はい ・ いいえ 

⑮  
本件業務に従事する労働者の賃金１時間当たりの単価の最低額及びそ

の職種を記入してください。 

 

    円/

時間 

 

職種：     

９ 下請負者への要請等 

⑯  

本件契約に係る業務の下請負者がある場合、当該下請負者に条例の趣旨

を説明し、理解を得た上で、当該下請負者の従事者の適正な労働条件の

確保について当該下請負者に要請等を行っていますか。 

はい ・ いいえ 

対象外 

⑰  
本件契約に係る業務の下請負者がある場合、適正な条件で契約を行って

いますか。 

はい ・ いいえ 

対象外 

１０ 外国人労働者の適正な雇用 

⑱  
外国人の雇入れ及び離職の際には、その氏名、在留資格等をハローワー

クに届け出ていますか。 

はい ・ いいえ 

対象外 

⑲  
外国人労働者に従事させる業務が、在留資格上、問題ないことを確認し

ていますか。 

はい ・ いいえ 

対象外 

 

【特記事項】（※確認結果が「いいえ」の場合、その理由及び改善予定等をここに記入してくだ

さい。） 
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 様式第２号（第８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第  号 

身 分 証 明 書 

所  属 

職氏名  

  年   月   日生 

 上記の者は、みよし市公契約条例第１１条第１項の規定により立ち入り

検査を行う職員であることを証明する。  

     年  月  日 

愛知県みよし市長         印 

 

みよし市公契約条例（抜粋）  

（立ち入り調査等）  

第１１条 市長等は、次の各号のいずれかに該当するときは、事業者に対し、必要な報告

若しくは資料の提出を求め、又は職員に当該事業者の事業所若しくは作業場に立ち入

り、必要な調査をさせることができる。  

(1) 労働者等から第９条の規定による申出を受け、その申出の事実を確認するため必要

があると認めるとき。 

(2) 前号に掲げる場合のほか、特定公契約に係る労働者等の労働環境を確認するため必

要があると認めるとき。  

２ 前項の規定により立入調査をする場合において、市長等は、必要があると認めるとき

は、労働者等その他の関係者に協力を求めることができる。  

３ 第１項の規定により立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者

から請求があったときは、これを提示しなければならない。  

４ 第１項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈して

はならない。  
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７ 審議事項 労働報酬下限額について 

（１）労働報酬下限額に含まれる賃金の構成 

【工事又は製造の請負契約の場合】 

区分 手当等 例 

 

 

 

対象とするもの 

基本給相当額 基本給（定額給）、出来高給 

基準内手当 家族手当（扶養手当）、通勤手当、都市手当（地域手当）、

住宅手当、現場手当、技能手当、有給休暇手当、精勤

手当等 

臨時の給与 賞与（期末手当、勤勉手当）、その他の臨時の賃金等 

実物給与 通勤用定期の支給、食事の支給等 

 

 

 

対象から 

除くもの 

特殊な労働に対す

る給与 

各職種の通常の作業条件や作業内容を超えた特殊な労

働に対する手当（突貫手当等） 

時間外割増賃金 時間外、休日、深夜の割増賃金 

休業手当 仕事がないために労働者を休業させたことに対する手

当（ただし、悪天候等の不可抗力による休業に対する

手当は基準内手当となります。） 

本来は経費に当た

る手当 

労働者個人持ちの工具・車両の損料、労働者個人が負

担した旅費、携帯電話手当等、本来は賃金ではなく経

費の負担に該当する手当 

 

【業務委託契約等及び指定管理協定の場合】 

区分 手当等 例 

 

対象とするもの 

基本給相当額 基本給（定額給） 

諸手当 毎月決まって支払われる基本的な賃金（都市手当（地

域手当）、現場手当、技能手当、職務手当等） 

 

 

 

対象から除くもの 

臨時に支払われる

賃金 

結婚手当等 

賞与等 １箇月を超える期間ごとに支払われる賞与等の賃金 

時間外割増賃金 時間外、休日、深夜の割増賃金 

その他の最低賃金

の算定対象外の手

当 

精皆勤手当、通勤手当、家族手当 

※ 実物給与は、就業規則等で支払い規定があるものに限られる。 
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（２）公共工事設計労務単価の職種                       （円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

号 職種 ８時間当たり単価 号 職種 ８時間当たり単価

1 特殊作業員 25,400 27 普通船員 23,900

2 普通作業員 22,100 28 潜水士 44,900

3 軽作業員 17,100 29 潜水連絡員 30,200

4 造園工 22,100 30 潜水送気員 42,500

5 法面工 31,100 31 山林砂防工 30,200

6 とび工 27,800 32 軌道工 44,200

7 石工 29,000 33 型わく工 29,300

8 ブロック工 28,200 34 大工 30,600

9 電工 22,800 35 左官 26,400

10 鉄筋工 27,800 36 配管工 23,300

11 鉄骨工 27,200 37 はつり工 27,200

12 塗装工 28,600 38 防水工 27,600

13 溶接工 30,100 39 板金工 28,100

14 運転手（特殊） 26,200 40 タイル工 22,100

15 運転手（一般） 23,900 41 サッシ工 29,500

16 潜かん工 34,400 42 屋根ふき工 設定なし

17 潜かん世話役 42,500 43 内装工 31,700

18 さく岩工 32,300 44 ガラス工 27,400

19 トンネル特殊工 38,200 45 建具工 24,300

20 トンネル作業員 28,600 46 ダクト工 23,500

21 トンネル世話役 42,300 47 保温工 26,800

22 橋りょう特殊工 31,700 48 建築ブロック工 設定なし

23 橋りょう塗装工 35,700 49 設備機械工 27,200

24 橋りょう世話役 37,800 50 交通誘導員A 17,600

25 土木一般世話役 27,500 51 交通誘導員B 14,500

26 高級船員 31,100
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（３）工事及び製造の請負契約 

①工事の職種ごとに毎年決定される公共工事設計労務単価を勘案し、下限額の割合を何％に設定

するのか。 

ア 他市町の状況  

区分 自治体数 自治体名 

設計労務単価×９２％ １ 川崎市（神奈川県） 

設計労務単価×９０％ １８ 【東京都】 

多摩市、渋谷区、国分寺市、足立区、千代田区、目黒区、新宿区、

杉並区、江戸川区、中野区、北区 

【神奈川県】 

相模原市、厚木、 

【埼玉県】 

草加市、越谷市 

【兵庫県】 

三木市、加西市、加東市、 

設計労務単価×８５％ ３ 野田市（千葉県）、世田谷区（東京都）、日野市（東京都） 

設計労務単価×８０％ ５ 直方市（福岡県）、高知市（高知県）、我孫子市（千葉県）、豊橋市、

豊川市 

 ※草加市、我孫子市、目黒区については、前年度の労務単価を勘案している。 

  豊橋市 H28：75% →H30：77% →R2：80% 

豊川市 H31：75% →R3 ：77% →R5：78% →R6：80% 

  

イ 他市町の割合を愛知県単価（普通作業員）に置き換えた場合                    （円） 

区分 時間額 日額（８時間） 月額（２０日） 

設計労務単価×１００％ 2,763 22,100 442,000 

設計労務単価×９２％ 2,542 20,332 406,640 

設計労務単価×９０％ 2,487 19,890 397,800 

設計労務単価×８５％ 2,349 18,785 375,700 

設計労務単価×８０％ 2,210 17,680 353,600 

 

ウ 諮問内容 

  多くの自治体が設定していることから、設計労務単価の９０％としたい。 
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②工事の職種の中で、公共工事設計労務単価が設定されていない「屋根ふき工」及び「建築ブロッ

ク工」の職種について、下限額をどのように設定するのか。 

 ア 他市町の状況  

設定方法 自治体名 

労働報酬下限額を設定せず、対象労働者から除外する。 相模原市、厚木市 

地区の他の自治体の平均値とする。 国分寺市 

単価が設定されているものの中から適当なものを選択する。 加西市、加東市 

設定のあった直近３年間の平均比率を普通作業員単価から設定 豊橋市、豊川市 

  

イ 諮問内容 

  中部地区の平均とすると、「屋根ふき工」、「建築ブロック工」とも、すべての県で設定がないた

め、以下の通り、県内先行自治体と同じく、設定のあった直近３年間の屋根ふき工、建築部ブロ

ック工の単価と普通作業員単価との平均比率を、現在の普通作業員の単価に乗じた額で設定する

方法としたい。 

 （ア）屋根ふき工（直近で設定されていた３年：日額）                （円） 

区分 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 ３年間合計 

普通作業員 13,400 13,800 13,700 40,900 

屋根ふき工 15,300 15,100 14,600 45,000 

比率 1.142 1.094 1.066 1.100 

  令和５年度普通作業員単価 22,100円×1.1＝24,310円 

 （イ）建築ブロック工（直近で設定されていた３年：日額）                （円） 

区分 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 ３年間合計 

普通作業員 13,700 16,100 17,000 46,800 

建築ブロック工 19,700 22,700 23,700 66,100 

比率 1.438 1.410 1.394 1.412 

 令和５年度普通作業員単価 22,100円×1.412＝31,206円 
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③労働者の合意の下、見習い、手元等として使用者が判断する人、年金等の受給のため労働の対価

を調整している人について、下限額を設定するかどうか。また、設定するとしたら、どのように

設定するのか。 

 ア 他市町の状況  

設定方法 自治体数 自治体名 

業務委託下限額 ８ 相模原市、渋谷区、厚木市、直方市、三木市、加東市、

豊川市、北区 

軽作業員単価×７１％ １ 足立区 

軽作業員単価×７０％ ６ 世田谷区、目黒区、新宿区、杉並区、江戸川区、中野

区 

軽作業員下限額×８０％ １ 越谷市 

軽作業員下限額×７０％ １ 我孫子市 

軽作業員下限額×６７％ １ 豊橋市 

 

イ 他市町の割合を愛知県単価（普通作業員）に置き換えた場合                    （円） 

区分 時間額 日額（８時間） 月額（２０日） 

軽作業員単価×７０％ 1,497 11,973 239,456 

軽作業員下限額×８０％ 1,369 10,952 219,040 

軽作業員下限額×７０％ 1,198 9,584 191,680 

軽作業員下限額×６７％ 1,147 9,176 183,520 

 愛知県軽作業員の単価＝17,100円／日 17,100円÷８時間＝2,138円 

 労働報酬下限額を労務単価の９０％とした場合 2,138円×90％＝1,925円（軽作業員の下限額） 

 

ウ 「派遣労働者の同一労働同一賃金」の考え方における「同種の業務に従事する一般の労働者

の平均的な賃金の額」 

（ア）令和４年賃金構造基本統計調査による職種別平均賃金（時給換算）抜粋       （円） 

 基準値 

（０年） 

基準値に能力・経験調整指数を乗じた額 

１年 ２年 ３年 ５年 １０年 ２０年 

産業計 1,276 1,469 1,610 1,635 1,721 1,876 2,336 

総合事務員 1,238 1,425 1,562 1,586 1,670 1,820 2,267 

その他の一般

事務従事者 

1,157 1,332 1,460 1,482 1,561 1,701 2,118 

建設・さく井

機械運転従事

者 

1,160 1,335 1,464 1,486 1,565 1,705 2,124 

配管従事者 1,135 1,306 1,432 1,454 1,531 1,668 2,078 

その他の建設

従事者 

1,098 1,264 1,386 1,407 1,481 1,614 2,010 

 ※基準値は、令和６年度に適用される基準値。無期雇用かつフルタイムの労働者の「所定内給与額」及び
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「特別給与額（１２箇月で除したもの）」を合算した額を各労働者の所定内労働時間で時給換算したものの

平均値を算出。 

 ※各年度の数値は、基準値に賃金構造基本統計調査（産業計）から算出した能力・経験調整指数を乗じて

作成。 

 0年：100 1年：115.1 2年：126.2 3年：128.1 5年：134.9 10年：147.0 20年：183.1 

  

所定内給与：労働契約、団体協約あるいは事業所の給与規則等によってあらかじめ定められている支給条

件、算定方法によって支給される給与（きまって支給する給与）のうち、時間外手当、早朝出勤手当、休

日出勤手当、深夜手当等を除いたもの。 

特別給与：あらかじめ定められた契約や規則によらない労働者に現実に支払われた給与や、支給条件、算

定方法が定められていてもその給与の算定が３箇月を超える期間に行われるもの。夏季、年末賞与等のよ

うにあらかじめ支給条件は定められているが、その額の算定方法が決定されていないものや、結婚手当等

の支給条件、支給額が労働契約等で決められているが非常にまれなものや、支給事由の発生が不確定なも

のも含める。 

 

（イ）２０年、１０年の人の賃金を基にした各年の人の比率              （％） 

 １年 ２年 ３年 ５年 １０年 

２０年 62.88 68.92 69.99 73.67 80.30 

１０年 78.30 85.82 87.15 91.73 ― 

 

エ 諮問内容 

  ２０年働いている人（熟練と仮定）を基準にし、１年から５年働いている人（見習い、手元等

と仮定）の平均の割合を計算すると、６８．８６％となる。 

設計労務単価を基準とすれば、事業者と労働者双方の理解が得られること、労働環境の確保と

同時に、雇用を確保するという観点があり、高い金額で設定した場合、就業機会を阻害する可能

性もあることから、上記割合と地域性を勘案し、見習い、手元等の下限額は設定することとし、

軽作業員下限額の７０％とすることとしたい。 

  1,925円×70％＝1,348円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

（４）業務委託契約等、指定管理協定 

①地域別最低賃金を基準として、下限額をいくら上乗せした金額に設定するのか。 

 ア 最低賃金のみを基準としている他市町の状況                  （円） 

自治体 川崎市 相模原市 厚木市 草加市 高知市 豊橋市 豊川市 

労働報酬下限額 1,118 1,120 1,107 1,020 916 1,001 996 

地域別最低賃金 1,071 1,071 1,071 987 853 986 986 

差額 +47 +49 +36 +33 +63 +15 +10 

差額の割合 4.39% 4.58% 3.36% 3.34% 7.39% 1.52% 1.01% 

 ※労働報酬下限額は、令和５年４月の金額、地域別最低賃金は、令和４年１０月の適用額 

  

イ その他市町の状況                              （円） 

自治体 野田市 多摩市 国分寺市 渋谷区 直方市 足立区 三木市 

労働報酬下限額 1,044 1,109 1,097 1,172 950 1,130 1,020 

地域別最低賃金 984 1,072 1,072 1,072 900 1,072 960 

差額 +60 +37 +25 +100 +50 +58 +60 

差額の割合 6.10% 3.45% 2.33% 9.33 5.56% 5.41% 6.25% 

自治体 千代田区 加西市 世田谷区 我孫子市 加東市 越谷市 目黒区 

労働報酬下限額 1,129 1,000 1,230 987 993 1,035 1,110 

地域別最低賃金 1,072 960 1,072 984 960 987 1,072 

差額 +57 +40 +158 +3 +33 +48 +38 

差額の割合 5.32% 4.17% 14.74 0.30% 3.44% 4.86% 3.54% 

自治体 日野市 新宿区 杉並区 江戸川区 中野区 津市  

労働報酬下限額 1，110 1，202 1，138 1，120 1，170 977  

地域別最低賃金 1，072 1，072 1，072 1，072 1，072 933  

差額 +38 +130 +66 +48 +98 +44  

差額の割合 3.54％ 12.13％ 6.16％ 4.48％ 9.14％ 4.72％  

 ※労働報酬下限額は、令和５年４月の金額、地域別最低賃金は、令和４年１０月の適用額 

 ※複数の労働報酬下限額が設定されている団体（野田市、多摩市、国分寺市、千代田区）は、最も低い額

で算出 

 ※差額の最低は我孫子市のプラス３円、最高は世田谷区のプラス１５８円 

 ※最低賃金のみを基準としている７市の平均は、プラス３６．２円、３．６６％ 

※２７市の平均は、プラス５３．５円、５．２４％ 

 

ウ 現在の最低賃金等の状況 

  令和５年１０月１日に改定された愛知県の最低賃金 １，０２７円 

  令和５（２０２３）年の物価指数の平均前年同月比 ３．２５％ 

愛知県の最低賃金の前年度との差 １，０２７円－９８６円＝４１円（４．１６％上昇）         

ハローワーク豊田の求職者希望賃金の令和５年の平均 １，０８０円（常用パートタイム） 
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エ 労働報酬下限額の案                              （円） 

設定区分 金額 最低賃金との差額 

愛知県の地域別最低賃金 1,027  

地域別最低賃金の１％増（豊川市） 1,037 +10 

地域別最低賃金＋１５円（豊橋市） 1,042 +15 

令和５年物価指数の平均前年同月比を勘案 1,061 +34 

最低賃金のみを基準としている７市の差額の平均 1,064 +37 

最低賃金の前年度からの上昇率を勘案 1,070 +43 

ハローワーク豊田の求職者希望賃金の令和５年平均 1,080 +53 

他市町の下限額と最低賃金との差額の平均 1,081 +54 

 ※求職者希望賃金：1箇月間に新たに求職申し込みをした人の希望賃金の平均値 

 

オ 諮問内容 

  全国的な平均としては、５４円プラスとなっているが、県内の先行市である豊橋市、豊川市の

差額はプラス１５円、プラス１０円となっている。 

  みよし市での就職や転職を希望する人の窓口である「ハローワーク豊田」の求職者希望賃金の

令和５年の平均が、最低賃金プラス５３円、労働報酬下限額を定めているすべての市町の委託業

務の下限額の最低賃金との差額の平均が５４円であることから、地域別最低賃金に５４円上乗せ

することとしたい。 

 1,027円＋54円＝1,081円 
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②労働者の合意の下、見習い、手元等として使用者が判断する人、年金等の受給のため労働の対価

を調整している人について、下限額を設定するかどうか。また、設定するとしたら、どのように

設定するのか。 

 ア 他市町の状況 

  豊橋市が「地域別最低賃金」を下限額としている。豊橋市以外の自治体は設定していない。 

 イ 諮問内容 

  豊橋市以外は設定していないことから、設定しないこととしたい。 

 

 

８ その他 

（１）労働報酬下限額の取り扱いについて 

 ① 特定公契約の対象期間が複数年度にまたがる場合は、契約の締結の翌年度以降に労働報酬下

限額が改定された場合でもその適用を受けず、履行終了又は指定期間終了まで当初の労働報酬

下限額を適用することとしたい。ただし、契約（指定）期間中に、最低賃金額が労働報酬下限

額を上回る場合は、最低賃金額を支給しなければならないこととする。 

② 今回の下限額は、２月１日以降に公告する令和５年度の案件に適用させる金額とする。 

工事及び製造の請負契約の労働報酬下限額については、２月中旬に、令和６年４月１日以降

に適用となる設計労務単価が公表されたら、その労務単価を基準とした額で令和６年４月１日

以降の下限額を設定し、再度告示することとしたい。 

 

（２）公契約審議会の今後の開催時期について 

設計労務単価は毎年２月中旬頃、最低賃金は毎年８月から９月頃に発表があるため、改定の時

期に合わせて、９月中旬と、２月下旬の年２回開催としたい。 


